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徳島県
徳島県立農林水産総合技術支援センター

農業研究所ニュース農業研究所ニュー農業研究所ニュースス
第１１８号　平成２３年（２０１１年）７月　

農業における技術開発
　農業の最も重要な役割は言うまでもなく食糧供給であり，安全な農産物を安定して出荷
することが求められています。農業政策は消費者に軸足を移しており，安全を守り環境に
配慮し，多様な消費者ニーズに対応しなければ産地として生き残れない時代でもあります。
　また，経済不況や未曾有の自然災害，原発・ＴＰＰの行方など，農業を取り巻く環境は
ますます不透明・不安定なものとなっています。
　生産現場の状況を見ると，生産コストは燃料や生産資材の高騰によって不安定さを増し
ている他，デフレ経済下にあって農産物の販売単価は，安値安定であり再生産価格を維持

するのは至難となっています。さらに地球の温暖化に伴う気候変動や，気象災害の増加が農業全体を圧迫し
ている状況にあります。
　農業が先進国型の産業であり，イノベーションによって生産性は向上し，競争力は高く維持されるとした
議論が盛んにされたのは，３０年も前のことでしたが，今の農業において技術革新はどこまで進んできたの
か？他産業に比べるとどうなのか？
　自然や動植物を相手とする農業にとって，技術革新のハードルは高いが，農業研究への期待は常に大きい
ものがあります。そのため，生産現場が当面必要とする課題や要望に応えるため，普及組織などとの連携を
強化するとともに，選択と集中により重点化を図ることにより技術開発を加速し，研究成果を追求する必要
があります。同時に，研究成果をいち早く現場に移すことはより重要で，農家が求めている生きた情報提供
に努めたいと考えております。
  研究の環境は厳しいものがありますが，徳島県農業の振興に寄与できる技術開発と普及に，関係機関と連
携して取り組んでいきたいと思っておりますので，皆様のご支援とご協力をよろしくお願いします。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （所長　逢坂　誠志）

ツタやテイカカズラで覆われた本所本館南外壁
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❶　農林水産物のブランド力強化
新●　「なると金時」ブランド力向上のための新品種育成
新●　地球温暖化に対応した夏秋イチゴ生産安定技術の開発
新●　太陽熱消毒と温湯処理を核とした省力的なレンコン土壌病害虫防除体系の確立
新●　ブロッコリーの２花蕾収穫技術の開発
新●　水田後作野菜の高品質化に向けた表層細土整形ロータリーの活用
新●　サツマイモ挿苗機による省力・高品質栽培技術の開発
新●　イチゴの初期収量増加技術の確立
新●　夏秋イチゴの省力・低コスト株据置作型の開発
新●　低コストで高品質な苗の大量育苗技術による低段密植夏秋トマト栽培技術の検証
　●　台風に負けないレンコン新品種の育成
　●　イチゴ品種改良（促成）
　●　主要花きの品種改良と優良種苗の育成
　●　新規需要米の栽培技術の確立
　●　主要農作物優良種子生産管理
　●　「なると金時」あとの砂地畑を有効に活用できる新たな作付体系の開発
　●　「なると金時」における貯蔵障害の発生要因の究明及び対策技術の確立
　●　低コストで黄化葉巻病に対応したトマト作付体系の開発
　●　花き類における亜りん酸粒状肥料の肥効確認試験
　●　山菜の効率的な健全苗増殖技術の開発

❷　安全・安心な農林水産物の供給
　●　低濃度エタノールを用いた新規土壌消毒技術の開発
　●　西南暖地の果菜類における農業に有用な生物多様性の管理技術の確立
　●　メタゲノム線虫診断の導入による殺線虫剤使用量の３０％削減
　●　四国４県連携によるＩＹＳＶの緊急防除対策技術の開発
　●　アブラナ科野菜等を利用したナス青枯病の防除技術体系の確立
　●　ＩＰＭ推進に向けた技術開発
　●　野菜カドミウム低減対策技術開発
　●　地域特産品における農薬の安全性評価
　●　土壌モニタリング調査
　●　持続的な砂地畑農業確立事業
　●　石炭灰「フライアッシュ」の農業利用に関する試験

❸　次世代農林水産業の展開
　●　生物の光応答メカニズムの解明と高度利用技術の開発

❹　自然環境の保全と地球温暖化対策
　●　成分強化有機質肥料を活用した野菜・飼料米の栽培技術の確立
　●　浄水土の農作物への有効利用試験
　●　県内生産家畜糞堆肥分析調査
　●　温室効果ガス削減に貢献する有機質資源利用技術の開発
　●　有機質資材の施用に伴う一酸化二窒素発生量調査
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （新：平成２３年度からの新規課題）

　平成２３年度の主な試験研究課題
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【はじめに】
　施設ナス栽培では複数種のアブラムシが発生する。
アブラムシ類は薬剤抵抗性が発達しやすい難防除害
虫である。このため，天敵利用による防除が注目さ
れているが，アブラムシの天敵製剤であるコレマン
アブラバチ製剤は，ジャガイモヒゲナガアブラムシ
のようなヒゲナガアブラムシ類には効果が認められ
ない。そこで，近畿中国四国農業研究センターによ
り開発された作物体上に定着しやすい，遺伝的に飛
翔能力を欠くナミテントウ幼虫（写真１左，以下
FL：Flightless　Larva）を利用し，ジャガイモヒゲ
ナガアブラムシ（写真１右）を含めた複数種アブラ
ムシの防除効果等を検討した。

【各種アブラムシに対するFL防除効果】
　モモアカアブラムシ，ワタアブラムシ，ジャガイ
モヒゲナガアブラムシがそれぞれ４０頭／株程度の密
度で混発した株に，２齢のFLを株当たり１０頭，８日
間隔２回放飼すると，これらアブラムシの種類によ
らず防除効果が認められた（図１）。

【FＬの適正放飼密度】
　６～７月において，アブラムシ類の株当たりの初
期寄生密度（モモアカアブラムシ，ワタアブラムシ，
ジャガイモヒゲナガアブラムシの合計数）を６０頭程

度，１００頭程度，１４０頭程度の３段階に設定した株に
FLを，アブラムシ数：FL＝２０未満：１の割合で８
日間隔２回放飼すると，アブラムシ密度を株当たり
１０頭未満の低密度に抑制できた（図２）。

【FLの株間移動】
　葉と葉が接し，各株に接するようにマイカー線を
張り渡し，９株を１列に定植した列中央株の株元に
FLを１００頭放飼すると放飼１日後には放飼地点より
垂直方向に１５０cm，４日後には水平方向に１８０cmまで
移動しアブラムシ密度を減少させた（図３）。

【実際の施設ナスでの使用法と諸注意】
①　葉に数頭のアブラムシをを確認したら，寄生株
を中心に株当たり１０頭程度放飼（写真２）する。

②　アブラムシの密度に応じて複数回放飼する。

　なお，FLは，株式会社
アグリ総研より生物農薬
（野菜類（施設））とし
て今後数年を目処に上市
される予定である。
　

 　　　　　　　　　　　 （病害虫担当　兼田　武典）

施設ナスにおける遺伝的に飛翔能力を欠く
 　　　　　　　　　 ナミテントウによるアブラムシ類の防除　
研究成果

写真１　FLの２齢幼虫（左）とジャガイモヒゲナガアブラムシ（右）

図２　アブラムシ類の初期密度を１００頭程度に
設定した場合のFLの防除効果　
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図１　FL放飼による３種アブラムシ数の推移
 ※エラーバーは標準誤差
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図３　FLの株間移動と防除効果
※放飼日：２０１０年７月８日

写真２　FL放飼の様子
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【はじめに】
　近年，鳴門市大毛島のラ
ッキョウ産地（栽培面積約
３０ha）において，ロビンネ
ダニ（右写真 以下：ネダニ）
による種球への食害が増加
しているため原因を調査した。その結果，ネダニが
寄生した種球の消毒，乾燥等が不十分であり，栽培
や貯蔵保管中にネダニが増殖していることが主な原
因と考えられた。そこで，ダニ類は高温と乾燥に弱
いことを利用し，現地で実行可能な種球の天日乾燥
による省力的なネダニ防除技術を確立したので報告
する。

【試験方法】
１）天日乾燥処理によるネダニ防除効果の検討
　現地ほ場から採取したネダニ寄生種球（品種：ら
くだ）を用い，分球せず，DMTP剤２,０００倍で３０分間
薬剤浸漬処理を行い，２００９年６月１０～１５日に試験１
のとおり天日乾燥処理を行った。さらに，６月は雨
天等が多いため，晴天の多い５月における天日乾燥
処理効果を検討するため，試験２のとおり，２０１０年
５月１２～１７日に天日乾燥処理を行った。ネダニ調査
は，各区とも天日乾燥処理中及び卵への効果も確認
するため，処理１ヶ月後（保管庫（２０℃）で保管）
に，種球に寄生するネダニの有無を実体顕微鏡を用
いて調査した。

２）天日乾燥種球の障害確認
　天日乾燥により種球温度が４０℃を越え，影響が心
配されるため，天日乾燥処理した種球を用いて，栽
培試験及びネダニ寄生について検討した。
⑴　定植：２００９年６月１０～１５日に天日乾燥処理を行
い，処理後，倉庫（定温２０℃）で保管したラッキ
ョウ種球を用い，２００９年９月２日に場内砂地圃場
に定植した（畦幅２０cm 株間７cm １条 深さ１０cm）。
なお，各試験区はネダニの移動を防ぐため波板で
仕切りをした。

⑵　調査：２０１０年５月１９日，６月９日に各区１０株を収
穫し，全ての種球についてネダニ寄生の有無を調
査した。また，２０１０年６月９日に各区１０株を収穫
し，株当たり種球数及び球径等（無作為に１０球抽

出）を調査した。種球重は，茎と根を切除後に水
洗し，一昼夜風乾後に測定した。

【試験結果】
１）天日乾燥処理効果
　試験１：｢シート区｣｢寒冷紗区｣では，乾燥処理３
日目以降ネダニ寄生は認めらなかったが，他の区で
は１ヶ月後にネダニを確認した。なお「シート区」
「寒冷紗区」では日中の種球温度は４０℃を越えた。
　試験２：各区とも，乾燥処理３日目以降，日中の
種球温度は４０℃以上となり，５日目には全区でネダ
ニ寄生は認められなかったが，保管１ヶ月後，砂上
１，２区でネダニを確認した。

２）天日乾燥種球の障害確認
　シート区では，圃場栽培１０ヶ月後にもネダニの寄
生は無く，株当たり分球数及び種球重も優れ，天日
乾燥処理による高温の影響等はないと考えられた。

【おわりに】
　以上より，５
～６月の収穫後
に薬剤処理と併
せたシート上で
の５日間の天日
乾燥処理は効果
が高く実用的で
あることがわか
った。現地ではすでに天日乾燥処理に取り組む農家
もあり，採種用の圃場等を設けて集中的に行えば，
より効果的にネダニの密度を減少させることが可能
と思われる。
 　　　　　　　　　　　 （病害虫担当　三木　健司）

　　　ラッキョウのネダニ類に対する防除技術の確立研究成果

処　　理　　内　　容試験１
ブルーシート上で乾燥シ ー ト 区
寒冷紗（黄土色）上で乾燥寒 冷 紗 区
ネット袋に入れてフェンスにかけて乾燥はぜかけ区
天日乾燥せず保管庫（２０℃）で保管保 管 庫 区

処　　理　　内　　容試験２
ブルーシート上で乾燥（薬剤処理あり）シ ー ト 区
砂上に直接置いて乾燥（薬剤処理なし）砂 上 １ 区
砂上に直接置いて乾燥（地上部無切除，薬剤処理なし）砂 上 ２ 区

調　査　日（2009年）薬剤処理
の有無試験１ ７/１５６/１５６/１２６/１１６/１０

００００３０有シ ー ト 区
００００３０有寒 冷 紗 区
４０００２０１０有はぜかけ区
３０６０１００６０９０有保 管 庫 区

調　査　日（20１０年）薬剤処理
の有無試験２ ６/１７５/１７５/１６５/１５５/１４

００００１０有シ ー ト 区
２０００１０３０無砂 上 １ 区
６００１０４０４０無砂 上 ２ 区

　処理別ネダニ寄生球率の推移 　　　　　　　　　　 （単位：％）

種球重
（g/株）

分球数
（個/株）

球高
（㎜）

球径
（㎜）

寄生率（％）試験区 ６/９５/１９
４６.５１１.８２５.６１９.４００シ ー ト 区
３６.２　９.６２３.４１８.３３１寒 冷 紗 区
３５.２　９.６２２.４１９.３５１４３はぜかけ区
３７.８１１.６２１.３１８.４７８７７保 管 庫 区

　種球のネダニ寄生率および分球数等

天日乾燥の様子（大毛島）
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【はじめに】
　オクラは主に県南地域で生産されており，本県の
ブランド育成品目に指定されている。オクラ栽培で
は果実の表面にイボ状の小突起が発生する「イボ果」
が発生し，商品価値が著しく低下することが問題と
なっている。イボ果の発生には弱光，低温，土壌水
分，肥培管理など多くの要因が関係するといわれて
いる。しかし，最近，副がく片表面の毛じが果皮に
接触することがイボ果発生の直接的な要因である可
能性が塚越らにより報告された１）。
　そこで，果実形態の異なる複数の品種について，
副がく片の接触がイボ果の発生に及ぼす影響を検討
したので報告する。

【試験方法】
１）耕種概要
　試験は２０１０年に所内圃場で行った。供試品種は
アーリーファイブ，アベルグリーン，グリーンス
ター，グリーンロケット，ピークファイブ，ベター
ファイブ，まるみちゃん，ミスターオクラの８品種
とした。６月３日に１２８穴セルトレイに播種し，ハ
ウス内で育苗した後，６月２４日に畦幅８０cm，株間
１５cm，２条植え，３本株/穴で定植した。

２）試験区
　副がく片の接触がイボ果の発生に与える影響をみ
るため，開花後１～２日の幼果に副がく片を軽く押
さえつけるように接触させる処理（図１）を行った
「接触区」，開花時に副がく片を除去した「除去区」，
接触も除去も行わない無処理区を設定した。各処理
は８月１２日，１９日，２０日に実施し，８月１７日，２３日，
２４日に生長した果実のイボ果発生の有無を調査した。
調査果実数は１品種１試験区につき１５～２４果とした。
また，本試験では果実表面の小突起状のふくらみを
イボとし，その大小，多少に関わらずイボ果とした。 

【結果及び考察】
　イボ果発生率は無処理区が０～３１.６%であったの
に対し，接触区では７２.２～１００%となり，すべての品
種で高くなったが，除去区では品種により異なり無
処理区との明らかな差はみられなかった（表１，図
２）。この原因としては調査果数が少なく差が出に
くかったこと及び副がく片以外の器官，例えば葉な
どが接触した可能性が考えられた。
　品種別では，グリーンロケット，ピークファイブ，
ベターファイブが無処理区，接触区ともに低く，ア
ベルグリーン，まるみちゃん，ミスターオクラで高
い傾向があり，品種間差が認められた。これは副が
く片の毛じ及び幼果皮の堅さの違いによると推察さ
れた。

【おわりに】
　以上のように，幼果期の副がく片の接触はイボ果
の発生を顕著に増加させると考えられた。
　イボ果の対策としてはこれまでどおり品種選定，
肥培管理，植栽密度，温湿度管理が基本となると考
えられるが，防風ネットの設置や副がく片が接触し
にくい品種の改良など，副がく片の接触を防ぐこと
に着目した技術についても検討する必要がある。

参考文献　１） 塚越ほか（２００９）：園学研，８（１）：５５－６０．
 　　　　　　　　　　 （生産環境担当　鈴江　康文）

　　副がく片の接触がオクラのイボ果発生に及ぼす影響研究情報

 図１　副がく片の接触処理の様子

図２　アーリーファイブ接触区のイボ果の様子

ミスター
オクラ

まるみ
ちゃん

ベター
ファイブ

ピーク
ファイブ

グリーン
ロケット

グリーン
スター

アベル
グリーン

アーリー
ファイブ品種名

１９１８１７１９１７１７２１１９無処理
調査
果数 １６２４１８１８１８２０２０２１接触

１６１８１７１７１５１８１８１８除去
６４０１２５６２無処理

イボ
果数 １６２３１４１４１３１６２０１９接触

２６３３２１８２除去
３１.６２２.２０.０６５.３１１.８２９.４２８.６１０.５無処理イボ

果率
（％）

１００.０９５.８７７.８７７.８７２.２８０.０１００.０９０.５接触
１２.５３３.３１７.６１７.６１３.３５.６４４.４１１.１除去

表１　副がく片の処理及び品種によるイボ果発生率の違い



６

　農林水産省では，農林水産業・食品産業の発展や地域の活
性化などの農林水産政策の推進及び現場における課題の解決
を図るため，産学官連携による研究開発事業である「新たな
農林水産政策を推進する実用技術開発事業」を実施していま
す。本年度は全国から367課題の応募があり，外部専門家等
による審査を経て，62課題が採択されました。
　農業研究所は高度専門技術支援担当と連携し「太陽熱消毒
と温湯処理を核とした省力的なレンコン土壌病害虫防除体系
の確立」を提案し採択されました(研究代表者は高度専門技術
支援担当の澤田主任班長）。レンコン産地では腐敗病や線虫
といった難防除病害虫により，ところによっては産地の崩壊
が危惧されています。県内でも腐敗病の対策に取り組んできましたが，現在までに太陽熱消毒が有効である
ことが明らかになったものの，レンコン田を覆うためのシート被覆作業に非常な重労働を必要とします。そ
こで，本研究では太陽熱消毒のための省力的なシート被覆機を開発するとともに，必要な圃場に確実に防除
技術を導入するための簡易診断技術の開発，種レンコンからの病害虫持ち込み防止策としての温湯消毒技術
の開発等を組み合わせ，省力効率的なレンコン土壌病害虫防除体系を確立することを目的としています。
　今後７月下旬に最初の研究推進会議を開催し，平成25年度までの3年間で研究開発を行う予定です。長年
重要病害虫とされ問題となっていたレンコン腐敗病・線虫の対策技術を確立することにより，県の特産品で
あるレンコンの産地維持，拡大に寄与していきたいと考えています。 　　　　 （企画経営担当　佐藤　泰三）
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